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桃
せ
ん
孔
病
に
負
け
な
い
！

第
４
回
定
例
会

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

・
会
期　

21
日
間

　

12
月
２
日
～
12
月
22
日

・
一
般
質
問　

12
名
が
登
壇

※
議
会
だ
よ
り
は
、
主
な
議
案
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
そ
の
他
の
議
案
や
結
果
に
つ
き
ま
し
て

は
、
紀
の
川
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、

議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
回
の
議
案
は

市
長
提
出
議
案

・
人
事
案
件
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
件

・
条
例
制
定
・
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
７
件

・
補
正
予
算
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８
件

・
市
道
路
線
認
定
・
廃
止
…
…
…
…
…
…
３
件

委
員
会
提
出
議
案

・
意
見
書
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
件

計
21
件

2件に
注目！

昨
年
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
桃
せ
ん
孔
病
の
対
策
事
業
（
防
風
ネ

ッ
ト
設
置
）
に
補
助
金
の
上
乗
せ
が
さ
れ
ま
す
。

上
乗
せ
の
上
限
額
は
。

県
補
助
が
基
本
と
な
る
の
で
、

上
限
額
は
一
園
地
15
万
円
程

度
で
あ
る
。

防
風
ネ
ッ
ト
に
対
し
て
の
効

果
を
検
証
し
た
の
か
。

果
樹
園
芸
試
験
場
で
研
究
が

さ
れ
て
い
て
、
風
が
一
番
の

原
因
で
、
強
風
が
最
た
る
原

因
と
聞
い
て
い
る
。

ＱＱ ＡＡ

（
議
案
第
196
号
）平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）に
つ
い
て

1
こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

防風ネット

紀の川市議会だより　No.40　平成29年［2017］
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現
在
の
ご
み
袋
に
は
差
額
シ
ー
ル
を

平
成
29
年
10
月
以
降
、
現
在
の
ご
み
袋
に
貼
る
「
差
額
シ
ー
ル
」
の
販
売

方
法
と
金
額
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

議
員
の
皆
様
か
ら
の
ご
推
挙
を

賜
り
ま
し
て
、
こ
の
度
副
議
長
に

就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

紀
の
川
市
議
会
で
は
、
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
し
議
会
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
就

任
期
間
中
は
議
長
を
支
え
、
円
滑

な
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
副
議
長
に

 

堂
脇 

光
弘 

氏
（
刷
新
ク
ラ
ブ
）

「
差
額
シ
ー
ル
」
の
販
売
場
所
と

時
期
は
。

ご
み
袋
の
販
売
店
で
販
売
し
、
啓

発
も
兼
ね
て
平
成
29
年
６
月
か
ら

販
売
す
る
。
た
だ
し
、
１
枚
単
位

で
の
販
売
は
、
本
庁
及
び
各
支

所
・
出
張
所
で
行
う
。

差
額
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
て
い
な
い

ご
み
袋
は
。

シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
て
い
な
い
ご
み

袋
は
、
警
告
シ
ー
ル
を
貼
り
、
収

集
し
な
い
。

ＱＱ ＡＡ

（
議
案
第
193
号
）紀
の
川
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

2
こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

差額シールの種類 差額シール料金
差額シール（大）用　1枚 10 円

差額シール（大）用　5枚／シート 50円（10枚分で 100円）

差額シール（小）用　1枚 8 円

差額シール（小）用　7枚／シート 50円（14枚分で 100円）

差額シール事業用　1枚 20円

差額シール事業用　5枚／シート 100円（10枚分で 200円）

「地域防災力の向上と
災害に強い防災拠点の整備を

求める意見書」を提出

（提出先）内閣総理大臣　内閣府特命担当大臣（防災）
総務大臣　国土交通大臣

【全会一致】

「有機質肥料製造工場建設に
関する意見書」を提出

（提出先）和歌山県知事
【全会一致】

　　　 を
提出することになりました

意見書

紀の川市議会だより　No.40　平成29年［2017］

3　Kinokawa City Gikai Dayori



いっぱん質問いっぱん質問
市 政 を 問 う

一般質問の内容については、要旨のみ掲載しています。

なお、原稿については、各質問者が投稿したものであり文責は質問者にあります。

くわしい内容を知りたい方は、会議録の閲覧ができますので議会事務局議事調査課までお問い

合わせください。（TEL 0736−77−0860）

並松　八重　議員
・障害者差別解消法が施行されて本市

の対応と取り組みは
・改正障害者雇用促進法による本市の

対策について

太田　加寿也　議員
・今こそ子ども達の未来のための教育を

上野　健　議員
・観光交流事業によるまちづくりにつ

いて

村垣　正造　議員
・旧那賀・桃山庁舎の跡地利用について
・予防接種料について

中尾　太久也　議員
・本市における人権教育・人権啓発など

人権施策に対する取り組みについて

榎本　喜之　議員
・鞆渕診療所について現在の運営状況

と今後の見通し

舩木　孝明　議員
・紀の川市における交通事故防止対策

について
・紀の川市の人口減少による定住促進

対策について

川原　一泰　議員
・農業で生きる行政支援における鳥獣

害対策について
・農業で生きる行政支援におけるほ場

整備について

森田　幾久　議員
・学校図書館について
・防災訓練について

大谷　さつき　議員
・害虫駆除対策について

中村　真紀　議員
・保育所再編計画について
・病児・病後児保育について

石井　仁　議員
・介護保険事業について
・国民健康保険事業について

背景写真：平池緑地公園

紀の川市議会だより　No.40　平成29年［2017］
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問子
供
の
交
通
事
故
防
止
対

策
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
教
育
部
長

各
学
校
で
警
察
署
の
協
力

を
得
て
、
交
通
安
全
教
室
を

実
施
し
、
交
通
規
則
を
身
に

付
け
、
交
通
事
故
を
な
く
す

教
育
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

地
域
で
は
今
後
も
地
域
共
育

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
健
全
育
成

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の

協
力
を
得
て
交
通
事
故
防
止

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

対
策
は
。

 

答
　
　
　 

危
機
管
理
部
長

老
人
ク
ラ
ブ
を
対
象
に
、

紀
の
川
市
交
通
大
学
を
開
校

し
、
交
通
事
故
防
止
の
講
習

会
や
交
通
安
全
の
推
進
や
啓

発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問運
転
免
許
証
返
納
後
の
へ

き
地
の
交
通
手
段
は
。

 
答
　
　
　 

　
　
企
画
部
長

本
市
で
は
、
免
許
返
納
者

に
地
域
巡
回
バ
ス
の
利
用
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

山
間
へ
き
地
に
お
け
る
移
動

手
段
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。

人
口
減
少
へ
の

取
組
み
は

問平
成
27
年
の
国
勢
調
査
に

よ
る
と
本
市
の
人
口
は
、
基

本
計
画
に
策
定
し
て
い
る
平

成
29
年
の
人
口
よ
り
す
で
に

減
少
し
て
い
る
が
、
空
き
家

バ
ン
ク
や
定
住
の
取
り
組
み

は
。

 

答
　
　
　 

　
　
企
画
部
長

県
が
指
定
す
る
対
象
地
域

で
説
明
会
を
開
き
、
区
長
に

依
頼
し
て
、
紀
の
川
市
移
住

定
住
推
進
協
議
会
へ
の
参
画

同
意
を
得
て
、
県
の
支
援
事

業
を
活
用
し
て
、
移
住
定
住

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

問過
去
に
若
者
定
住
促
進
奨

励
金
を
助
成
し
て
い
た
が
、

そ
の
復
活
は
。

 
答
　
　
　 

　
　
市
　
　
長

若
者
が
帰
っ
て
こ
れ
る
よ

う
な
県
や
市
に
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
基

本
で
あ
る
。
平
成
23
年
か
ら

25
年
ま
で
取
り
組
ん
だ
若
者

定
住
促
進
の
補
助
等
も
参
考

に
し
な
が
ら
、
企
業
誘
致
な

ど
、
本
市
に
住
ん
で
も
ら
え

る
環
境
を
作
っ
て
い
く
と
い

う
こ
と
を
進
め
て
い
く
。

舩木 孝明 議員

川原 一泰 議員

交
通
事
故
防
止
対
策
は

問イ
ノ
シ
シ
・
ア
ラ
イ
グ
マ

の
被
害
増
加
に
対
し
て
、
行

政
支
援
は
逆
行
し
て
い
な
い

か
。

 

答
　
　
　 

農
林
商
工
部
長

平
成
24
年
度
よ
り
１
／
２

か
ら
１
／
３
以
内
に
補
助
率

を
下
げ
、
幅
広
く
被
害
に
遭

遇
し
て
い
る
農
家
に
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
対
応
し

て
お
り
、
運
用
面
に
お
い
て

も
５
年
を
経
過
し
な
い
事
業

箇
所
に
は
重
複
し
て
交
付
し

な
い
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
有
害
鳥
獣
被
害

対
策
は
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
振
興
を
進
め
る
上
で
重
点

施
策
に
も
位
置
づ
け
を
し
て

お
り
、
捕
獲
対
策
も
併
せ
、

予
算
措
置
に
お
い
て
優
先
的

配
慮
を
講
じ
る
と
と
も
に
、

被
害
の
実
態
に
応
じ
た
要
綱

運
用
の
改
正
も
検
討
し
つ
つ

新
年
度
の
予
算
措
置
に
向
け

し
っ
か
り
と
し
た
対
応
を
し

て
い
く
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
　
　
長

市
長
会
を
通
じ
国
・
県
に

要
望
し
、
イ
ノ
シ
シ
・
ア
ラ

イ
グ
マ
の
数
を
減
ら
す
方
法
、

ま
た
被
害
防
止
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
く
。

問ほ
場
整
備
事
業
の
進
捗
状

況
と
進
ま
な
い
理
由
は
。

 

答
　
　
　 

農
林
商
工
部
長

い
ず
れ
の
地
域
で
も
事
業

の
必
要
性
は
理
解
し
て
い
た

だ
く
こ
と
は
で
き
て
も
、
実

施
す
る
に
は
地
域
そ
れ
ぞ
れ

の
問
題
や
課
題
が
あ
り
、
地

域
全
体
の
合
意
形
成
が
で
き

な
い
状
況
に
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
事
業
に
係

る
受
益
者
負
担
が
重
荷
に
な

る
こ
と
、
事
業
実
施
中
の
農

業
収
入
が
見
込
め
な
い
こ
と
、

水
田
・
果
樹
等
の
永
年
性
作

物
・
園
芸
施
設
が
混
在
し
て

い
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。進

捗
状
況
が
良
く
な
い
な

か
、
農
地
の
区
画
整
理
、
農

道
整
備
、
用
水
路
整
備
が
一

体
的
に
整
備
す
る
こ
と
に
よ

り
農
地
の
集
約
化
が
で
き
る
、

ほ
場
整
備
事
業
推
進
に
つ
い

て
の
説
明
を
熱
意
を
持
っ
て

丁
寧
に
粘
り
強
く
進
め
て
い

き
た
い
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
　
　
長

地
元
負
担
が
軽
減
で
き
る

よ
う
に
、
国
県
事
業
を
最
大

限
活
用
し
、
今
後
も
ほ
場
整

備
の
推
進
を
精
力
的
に
市
内

地
域
ご
と
の
特
性
を
活
か
し

進
め
て
い
く
。

農
業
で
生
き
る
行
政
支
援

捕獲されたイノシシ

紀の川市議会だより　No.40　平成29年［2017］
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着
、
さ
ら
に
は
豊
か
な
人
間

性
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
る

と
し
て
、
数
年
来
関
係
部
署

と
協
議
を
重
ね
て
き
た
が
、

配
置
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
。

学
校
図
書
館

司
書
の
充
実

問市
立
図
書
館
の
司
書
の
強

化
を
は
か
り
、
各
小
中
学
校

を
定
期
的
に
巡
回
し
て
い
く

方
法
は
取
れ
な
い
か
。

 

答
　
　
　 

　
　
教
育
長

本
年
度
の
学
校
教
育
指
針

に
の
っ
と
り
、
市
立
図
書
館

の
司
書
が
各
学
校
を
巡
回
し
、

指
導
・
助
言
を
行
う
こ
と
で

学
校
図
書
館
の
充
実
に
努
め

て
い
る
。
子
供
の
読
書
活
動

の
充
実
に
つ
い
て
は
、
学
校

で
の
指
導
は
も
と
よ
り
家
庭

で
の
読
書
活
動
や
地
域
共
育

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
管
内
高
校

生
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
の
協
力
を
得
て
取
り

組
ん
で
い
る
。

市
立
図
書
館
の
司
書
を
増

員
す
れ
ば
、
各
小
中
学
校
へ

の
定
期
的
な
巡
回
も
可
能
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
ま
ず
は
、

を
依
頼
す
る
。
通
学
路
で
は

あ
る
が
、
す
べ
て
の
方
々
に

影
響
を
及
ぼ
す
の
で
、
そ
う

い
っ
た
危
険
因
子
に
つ
い
て

は
、
関
係
者
・
関
係
部
局
と

連
携
し
て
排
除
す
る
。

駆
除
費
用
の

一
部
補
助
を

問ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
駆
除

対
策
と
し
て
、
本
市
で
は
蜂

用
の
防
護
服
の
貸
し
出
し
が

あ
り
、
自
分
で
駆
除
を
す
る
。

巣
は
民
家
の
軒
下
に
作
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
多
く
、
脚
立

に
乗
っ
て
の
駆
除
は
高
齢
者

や
女
性
、
ま
た
障
害
者
は
作

業
が
困
難
で
あ
り
、
業
者
に

依
頼
す
る
こ
と
が
多
い
。
市

民
の
安
全
な
生
活
環
境
の
確

保
を
は
か
る
た
め
、
ス
ズ
メ

バ
チ
の
巣
等
の
駆
除
費
用
の

一
部
補
助
制
度
を
創
設
し
て

は
。

 

答
　
　  

市
長
・
市
民
部
長

蜂
の
巣
駆
除
用
と
し
て
、

本
庁
及
び
各
支
所
に
各
１
セ

ッ
ト
ず
つ
計
５
セ
ッ
ト
の
蜂

用
の
防
護
服
を
設
置
し
貸
出

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
実

績
は
、
こ
の
３
年
間
で
年
間

平
均
120
件
で
あ
る
。
貸
出
状

況
は
７
月
～
10
月
が
大
半
で
、

特
に
９
月
が
最
も
多
い
。

蜂
の
巣
の
駆
除
費
の
補
助

制
度
を
創
設
す
る
の
で
は
な

く
、
自
分
で
駆
除

が
困
難
な
方
は
、

地
域
の
方
や
本
市

の
職
員
に
相
談
し

て
い
た
だ
き
、
何

ら
か
の
措
置
を
し

た
い
。

問ス
ズ
メ
バ
チ
は
、

近
年
都
会
に
適
合
し
、

一
般
住
宅
の
生
活
圏

内
に
巣
を
作
り
、
山

間
部
の
み
な
ら
ず
都

会
で
も
人
を
刺
し
害

を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ

る
。
今
年
の
９
月
、

他
府
県
で
マ
ラ
ソ
ン
大
会
中

に
ラ
ン
ナ
ー
115
人
が
刺
さ
れ

た
り
、
課
外
授
業
で
小
学
生

10
人
が
刺
さ
れ
た
り
し
た
。

本
市
で
の
、
通
学
路
の
ス

ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
対
策
・
対

応
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
教
育
部
長

通
学
路
に
ス
ズ
メ
バ
チ
の

巣
が
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、

巣
の
あ
る
場
所
の
管
理
者
ま

た
は
所
有
者
が
駆
除
を
す
る
。

児
童
生
徒
が
登
下
校
に
利
用

す
る
道
路
や
橋
な
ど
に
巣
を

発
見
し
た
場
合
は
、
管
理
す

る
市
、
県
ま
た
は
国
土
交
通

省
な
ど
の
担
当
部
局
に
駆
除

問全
国
学
力
テ
ス
ト

で
読
解
力
の
問
題
が

悪
い
傾
向
に
あ
る
が
、

図
書
館
の
利
用
と
司

書
と
の
関
係
を
ど
う

考
え
る
か
。
ま
た
、

学
校
図
書
館
法
に
お

い
て
、
「
専
ら
学
校

図
書
館
の
職
務
に
従

事
す
る
職
員
を
置
く

よ
う
に
努
め
る
」
と
な
っ
て

い
る
が
、
現
状
と
今
後
の
対

策
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
教
育
部
長

小
中
学
校
で
の
本
と
の
慣

れ
親
し
み
方
の
状
況
に
つ
い

て
は
、
学
力
・
学
習
状
況
調

査
結
果
か
ら
、
「
一
日
あ
た

り
の
読
書
時
間
」
や
「
学
校

や
地
域
の
図
書
館
に
行
く
頻

度
」
が
小
中
学
校
と
も
全
国

平
均
を
下
回
っ
て
い
る
。

学
校
司
書
を
配
置
す
る
こ

と
に
よ
り
、
児
童
生
徒
の
読

解
力
向
上
と
確
か
な
学
力
定

学
校
や
児
童
・
生
徒
に
応
じ

た
効
率
的
な
学
校
図
書
館
の

運
営
を
は
か
る
た
め
に
は
、

学
校
司
書
の
配
置
が
教
育
的

な
効
果
が
大
き
い
と
判
断
し

て
、
早
期
に
配
置
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問小
学
校
16
校
、
中
学
校
６

校
す
べ
て
に
一
人
の
学
校
司

書
の
配
置
が
理
想
で
あ
る
が
、

財
政
面
か
ら
困
難
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
た
め
、
１
名
で
も

多
く
、
週
に
１
回
で
も
多
く

回
っ
て
い
け
る
配
置
が
で
き

な
い
か
。

 
答
　
　
　 

　
　
市
　
　
長

学
校
図
書
館
に
つ
い
て
は
、

司
書
の
配
置
だ
け
で
は
な
く
、

本
の
充
実
も
必
要
と
考
え
て

い
る
。
各
学
校
に
一
人
の
司

書
の
配
置
は
困
難
だ
が
、
今

後
の
課
題
と
し
て
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

森田 幾久 議員

大谷 さつき 議員

読解力と読書の関係

危険なスズメバチ

どの本を読もうかな？

ススメバチの巣
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問粉
河
地
区
の
保
育

所
の
統
廃
合
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
開
園

時
に
入
所
と
な
る
保

護
者
へ
の
説
明
は
。

ま
た
、
進
捗
状
況
は
。

打
田
地
区
と
貴
志

川
地
区
の
保
育
所
再

編
計
画
は
。

 

答
　
　
　 

保
健
福
祉
部
長

保
育
所
の
入
所
申
込
み
受

付
時
に
、
統
合
の
周
知
を
行

っ
て
い
る
。
新
保
育
園
の
建

設
工
事
は
、
平
成
29
年
後
半

か
ら
平
成
30
年
に
か
け
て
、

開
園
は
平
成
31
年
４
月
予
定
。

打
田
地
区
と
貴
志
川
地
区

の
再
編
計
画
策
定
準
備
は
来

年
度
か
ら
始
め
る
が
、
策
定

年
度
は
未
定
。

問小
規
模
保
育
所
も
大
切
な

場
所
で
あ
る
と
考
え
る
。
保

効率的な保育所？

問介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業

が
来
年
４
月
か
ら
市

の
事
業
と
し
て
実
施

さ
れ
る
。
新
し
い
総

合
事
業
に
対
す
る
市

の
考
え
は
。

 

答     

保
健
福
祉
部
長

要
支
援
状
態
か
ら

の
自
立
促
進
や
介
護

度
の
重
度
化
予
防
の

推
進
を
は
か
り
、
要
介
護
や

要
支
援
の
認
定
に
至
ら
な
い

元
気
な
高
齢
者
を
増
や
し
、

そ
の
結
果
と
し
て
、
介
護
給

付
費
も
効
率
的
で
適
正
な
も

の
と
な
る
よ
う
実
施
す
る
。

問基
準
緩
和
型
サ
ー
ビ
ス
で

は
介
護
報
酬
が
現
行
よ
り
も

減
っ
て
い
る
。
事
業
者
と
利

用
者
へ
の
影
響
は
。

育
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
・
充
実

を
ふ
ま
え
、
そ
の
必
要
性
は
。

 

答
　
　
　 

保
健
福
祉
部
長

加
配
保
育
士
の
配
置
等
、

保
護
者
の
方
が
安
心
し
て
預

け
ら
れ
る
保
育
で
あ
る
こ
と

が
、
最
も
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
規
模
が
大
き

く
な
っ
て
も
、
市
単
独
の
補

助
金
制
度
を
創
設
し
、
対
応

し
て
い
る
の
で
、
大
き
な
問

題
も
な
い
。

 

答
　
　
　 
　
　
市
　
　
長

統
合
・
民
営
化
を
し
て
い

く
こ
と
が
よ
り
メ
リ
ッ
ト
に

な
る
。
安
心
し
て
預
け
て
い

た
だ
け
る
保
育
所
と
し
て
体

制
を
整
え
る
。

本
来
の

病
児
保
育
を

問子
供
が
病
気
の
時
、
保
護

者
が
看
病
す
る
の
が
当
然
だ

が
、
共
働
き
の
保
護
者
に
は

重
い
負
担
が
か
か
る
。
国
に

は
、
病
児
病
後
児
保
育
を
補

助
す
る
制
度
も
あ
る
。
本
市

で
の
必
要
性
と
取
り
組
み
は
。

 

答
　
　
　 

保
健
福
祉
部
長

基
準
緩
和
型
サ
ー
ビ
ス
は

簡
単
な
サ
ー
ビ
ス
な
の
で
、

自
己
負
担
が
安
く
な
る
。
ま

た
、
事
業
者
は
、
非
専
門
職

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
も

可
能
で
、
市
が
実
施
す
る
講

習
を
終
了
し
た
方
が
サ
ー
ビ

ス
従
事
者
と
な
る
。
利
用
者
、

事
業
者
へ
の
影
響
は
ほ
と
ん

ど
無
い
と
思
う
。

問要
介
護
１
、２
の「
軽
度
者

へ
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
」

の
縮
小
や
利
用
料
２
割
負
担

の
拡
大
な
ど
、
国
が
検
討
し

て
い
る
サ
ー
ビ
ス
の
切
り
下

げ
と
負
担
増
に
対
し
、
他
自

治
体
、
市
長
会
と
と
も
に
反

対
の
意
思
表
明
を
す
べ
き
で

は
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
　
　
長

介
護
費
用
も
増
大
し
て
く

る
が
、
介
護
保
険
制
度
が
持

続
可
能
で
、
か
つ
被
保
険
者

の
保
険
料
負
担
が
適
正
で
や

っ
て
い
け
る
よ
う
、
国
に
対

し
市
長
会
を
通
じ
要
望
し
て

い
き
た
い
。

 

答
　
　
　 

保
健
福
祉
部
長

保
護
者
の
就
労
や
家
庭
環

境
等
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
、

家
庭
で
の
療
養
が
で
き
な
い

こ
と
が
あ
る
の
は
事
実
。
し

か
し
、
病
児
病
後
児
保
育
に

対
応
で
き
る
職
員
や
場
所
の

問
題
も
あ
り
、
現
状
で
は
困

難
で
あ
る
。

今
後
は
、
保
育
所
の
新
増

設
等
の
機
会
を
と
ら
え
、
協

議
す
る
。
医
療
的
機
関
に
委

託
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

本
市
以
外
の
医
療
的
機
関
も

含
め
、
適
切
な
方
策
を
研
究

し
て
い
く
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
　
　
長

仕
事
の
都
合
で
、
ど
う
し

て
も
看
ら
れ
な
い
方
が
い
る

こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
今

後
は
、
で
き
る
限
り
国
・
県

の
制
度
を
取
り
入
れ
、
前
向

き
に
検
討
し
て
い
く
。

国
保
税
、

ど
う
な
る
？

問平
成
27
年
度
の
国
保
事
業

で
は
、
歳
入
不
足
に
対
し
、

初
め
て
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
を
行
っ
た
。
そ
れ
で
も
今

年
度
、
税
率
の
引
き
上
げ
が

行
わ
れ
た
。
来
年
度
の
国
保

会
計
を
ど
う
見
通
し
て
い
る

か
。
ま
た
、
税
率
の
引
き
上

げ
は
行
わ
な
い
か
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
民
部
長

平
成
29
年
度
も
医
療
給
付

費
は
高
水
準
を
見
込
ん
で
い

る
が
、
そ
の
増
加
に
見
合
っ

た
国
庫
支
出
金
の
増
加
も
見

込
ま
れ
る
。
税
率
改
正
お
よ

び
法
定
外
繰
入
を
せ
ず
と
も
、

平
成
29
年
度
は
予
算
編
成
が

可
能
と
考
え
て
い
る
。

中村 真紀 議員

石井 仁 議員

要支援１、２のサービスは
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の
解
消
の
推
進
に
取
り
組
む

た
め
、
業
務
の
具
体
的
場
面

で
合
理
的
配
慮
の
事
例
を
示

し
、
障
害
の
種
別
や
特
性
に

応
じ
た
配
慮
に
つ
い
て
も
対

応
で
き
る
よ
う
定
め
た
「
紀

の
川
市
職
員
対
応
要
領
」
を

策
定
し
、
職
員
に
周
知
し
て

い
る
。
公
共
施
設
で
は
駐
車

ス
ペ
ー
ス
や
ス
ロ
ー
プ
の
確

保
、
表
示
の
確
認
も
含
め
対

応
し
て
い
く
。

障
が
い
者
に

働
く
場
を

問改
正
障
害
者
雇
用
促
進
法

が
施
行
さ
れ
た
が
、
本
市
の

福
祉
的
就
労
か
ら
一
般
就
労

め
て
き
た
。

現
在
40
人
学
級
が
基
本
で
、

１
ク
ラ
ス
30
人
学
級
の
実
施

と
教
職
員
の
独
自
加
配
に
つ

い
て
は
、
市
単
独
で
は
財
政

に
大
き
な
負
担
を
強
い
る
た

め
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
考

え
る
。

ま
た
、
小
中
一
貫
教
育
に

つ
い
て
は
、
市
立
小
・
中
学

校
適
正
規
模
・
適
正
配
置
等

検
討
委
員
会
の
作
業
部
会
に

お
い
て
、
ひ
と
つ
の
案
と
し

て
義
務
教
育
学
校
の
導
入
に

つ
い
て
も
議
論
し
て
い
る
。

 

答
　
　
　 

　
　
教
育
長

30
人
学
級
や
教
職
員
の
市

独
自
加
配
は
実
現
で
き
れ
ば

す
ば
ら
し
い
が
、
厳
し
い
財

政
状
況
の
な
か
、
ま
ず
は
県

に
積
極
的
な
少
人
数
学
級
へ

の
移
行
を
要
望
し
て
い
き
た

い
。市

独
自
の

教
員
配
置
を

問子
供
た
ち
を
取
り
巻
く
生

活
環
境
は
大
変
厳
し
く
な
っ

て
い
る
。
教
職
員
の
人
的
配

置
は
財
政
面
等
で
大
変
厳
し

い
が
、
今
こ
そ
実
現
し
て
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
　
　
長

合
併
当
初
よ
り
子
供
た
ち

の
安
全
安
心
な
学
習
環
境
の

実
現
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

今
後
は
人
的
な
配
置
が
最

も
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。厳

し
い
財
政
状
況
に
は
あ

る
が
、
県
教
委
や
関
係
機
関

等
に
要
望
し
な
が
ら
、
市
と

し
て
、
で
き
る
限
り
充
実
を

は
か
っ
て
い
き
た
い
。

問子
供
た
ち
の
学
習

環
境
の
整
備
の
状
況

は
。30

人
学
級
の
実
施

及
び
教
職
員
の
市
独

自
加
配
等
に
よ
り
、

子
供
た
ち
の
課
題
で

あ
る
学
力
や
い
じ
め

不
登
校
な
ど
の
解
決

の
た
め
時
間
を
十
分
に
確
保

し
、
個
性
豊
か
な
成
長
を
目

指
す
教
育
環
境
の
実
現
が
必

要
と
考
え
る
が
。

ま
た
小
中
一
貫
教
育
の
導

入
に
よ
り
、
中
１
ギ
ャ
ッ
プ

の
解
消
や
い
じ
め
不
登
校
の

解
決
に
も
繋
が
る
と
考
え
る

が
。

 
答
　
　
　 

　
　
教
育
部
長

教
育
委
員
会
で
は
、
合
併

当
初
よ
り
教
育
環
境
の
充
実

を
重
要
施
策
と
し
、
安
全
安

心
な
学
校
作
り
を
推
進
し
、

校
舎
の
増
改
築
・
耐
震
補
強

空
調
設
置
な
ど
計
画
的
に
進

問障
害
者
差
別
解
消

法
が
施
行
さ
れ
た
が
、

障
が
い
者
に
対
す
る

理
解
不
足
、
偏
見
を

取
り
除
く
心
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
に
対
す

る
教
育
現
場
で
の
取

り
組
み
は
。
自
治
体

に
義
務
化
さ
れ
て
い

る
合
理
的
配
慮
の
対

応
は
で
き
て
い
る
の

か
。

 

答
　
　
　 

　
　
教
育
部
長

ア
イ
マ
ス
ク
や
車
い
す
等

の
疑
似
体
験
、
総
合
学
習
や

道
徳
な
ど
発
達
段
階
に
合
わ

せ
た
教
育
を
行
い
、
障
害
を

理
解
し
、
共
に
社
会
の
一
員

と
し
て
生
き
る
子
供
の
育
成

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
教
職

員
に
合
理
的
配
慮
の
提
供
に

関
す
る
研
修
を
行
っ
た
。

 

答
　
　
　 

保
健
福
祉
部
長

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別

へ
の
移
行
に
関
し
、
現
状
と

課
題
は
。

 

答
　
　
　 

保
健
福
祉
部
長

就
労
移
行
支
援
事
業
の
利

用
者
は
増
加
し
て
い
る
。
し

か
し
、
一
般
就
労
へ
移
行
し

た
が
定
着
で
き
ず
福
祉
的
就

労
に
戻
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

障
害
の
特
性
が
起
因
し
て
い

る
こ
と
等
も
あ
り
、
ど
の
よ

う
に
解
決
し
て
い
く
の
か
が

課
題
で
あ
る
。

問精
神
障
が
い
者
が
法
定
雇

用
率
に
追
加
さ
れ
、
雇
用
が

義
務
付
け
ら
れ
る
。
本
市
の

障
害
者
雇
用
は
推
進
さ
れ
合

理
的
配
慮
に
対
応
し
て
い
る

の
か
。

 

答
　
　
　 
　
　
総
務
部
長

現
在
、
２
・
31
％
で
法
定

雇
用
率
を
上
回
っ
て
い
る
。

今
後
も
共
生
社
会
実
現
の
た

め
職
業
に
よ
る
自
立
を
進
め

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
採

用
試
験
に
際
し
て
、
受
検
資

格
を
含
め
た
採
用
試
験
実

施
要
領
も
障
害
の
程
度
の
拡

大
、
自
力
通
勤
の
可
否
等
、

今
後
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。

並松 八重 議員

太田 加寿也 議員

個性を尊重し合う社会に

１クラス30人学級を

合理的配慮（屋根付き）の駐車場

現在の授業風景

紀の川市議会だより　No.40　平成29年［2017］
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問第
一
次
長
期
総
合
計
画
に

お
け
る
観
光
交
流
事
業
施
策

の
検
証
と
観
光
協
会
を
中
心

と
し
た
取
り
組
み
の
現
状
は
。

 

答
　
　
　 

農
林
商
工
部
長

検
証
と
い
う
点
で
は
、
年

間
観
光
客
数
は
平
成
27
年
実

績
で
189
万
人
に
と
ど
ま
っ
て

お
り
、
現
状
で
は
目
標
に
達

し
て
い
な
い
。
要
因
に
つ
い

て
は
、
個
々
に
は
優
れ
た
観

光
交
流
資
源
が
あ
る
も
の
の
、

相
互
の
受
け
入
れ
態
勢
と
連

携
が
不
十
分
な
た
め
に
大
き

な
効
果
を
生
み
出
せ
て
い
な

い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

現
在
の
取
り
組
み
に
お
い

て
は
、
市
の
魅
力
発
信
、
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
創
出
、
フ

ル
ー
ツ
の
新
商
品
開
発
な
ど

を
行
っ
て
お
り
、
加
え
て
総

問現
在
、
旧
貴
志
川

庁
舎
は
河
南
図
書
館

と
近
畿
農
政
局
が
使

用
し
、
旧
打
田
庁
舎

跡
地
は
本
庁
舎
と
し

て
利
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
旧
粉
河
庁
舎

は
、
４
園
統
合
の
保

育
所
の
設
置
（
平
成

31
年
４
月
開
園
予
定
）
と
、

人
の
集
ま
る
場
と
し
て
有
効

利
用
す
る
予
定
で
あ
る
。

し
か
し
、
旧
那
賀
・
桃
山

庁
舎
の
跡
地
に
つ
い
て
は
、

今
の
と
こ
ろ
駐
車
場
と
し
て

の
利
用
が
予
定
さ
れ
て
い
る

の
み
で
あ
る
。

旧
庁
舎
は
、
長
年
に
渡
り

地
域
行
政
の
拠
点
と
し
て
地

域
住
民
が
親
し
ん
で
い
た
場

所
で
あ
る
。
そ
の
跡
地
利
用

に
つ
い
て
は
、
行
政
側
の
判

断
だ
け
で
な
く
、
み
ん
な
で

話
し
合
う
場
を
早
期
に
作
る

べ
き
で
は
。

合
戦
略
の
一
環
と
し
て
「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」
２
名
を

採
用
し
、
こ
の
事
業
主
体
と

な
る
「
フ
ル
ー
ツ
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
研
究
会
」
へ
参
画
し
、

企
画
立
案
、
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

の
仕
組
み
づ
く
り
や
広
報
活

動
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

問全
国
を
初
め
、
県
内
に
も

※

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
い
う
観
光
地
域

づ
く
り
の
動
き
が
あ
る
が
、

そ
の
対
応
は
。

 

答
　
　
　 

農
林
商
工
部
長

観
光
地
域
づ
く
り
Ｄ
Ｍ
Ｏ

に
つ
い
て
は
、
今
後
調
査
研

究
を
進
め
、
本
市
と
し
て
は
、

他
市
町
村
と
の
連
携
を
考
え

ず
単
独
で
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

問将
来
に
向
け
て
、
地
方
創

生
の
一
環
と
し
て
の
観
光
交

流
事
業
の
展
望
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
　
　
長

本
市
に
は
宿
泊
場
所
が
少

な
い
な
ど
多
く
の
課
題
や
問

題
点
も
あ
る
が
、
地
方
創
生

 

答
　
　
　 

　
　
企
画
部
長

今
後
、
旧
那
賀
・
桃
山
庁

舎
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
は
、

幅
広
く
市
民
の
方
々
の
意
見

を
聞
く
場
を
作
り
、
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
進

め
て
い
く
。

イ
ン
フ
ル
予
防

助
成
拡
大
を

問イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

は
、
早
期
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
効
果
的
と
言
わ
れ
て
い
る
。

な
ど
国
の
補
助
金
を
活
用
し
、

ま
た
観
光
協
会
や
商
工
会
、

関
連
事
業
者
な
ど
と
連
携
し
、

市
内
観
光
交
流
資
源
の
機
能

が
発
揮
で
き
る
よ
う
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

し
か
し
、
接
種
料
金
（
13

歳
未
満
→
２
回
接
種
で
平
均

約
７
千
円
）
は
、
子
育
て
世

代
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
に

な
っ
て
い
る
。
中
学
生
以
下

に
料
金
の
一
部
助
成
を
し
て

は
。そ

の
財
源
と
し
て
、
ふ
る

さ
と
納
税
金
の
収
入
の
一
部

と
、
65
歳
以
上
の
課
税
対
象

者
（
現
在
接
種
料
金
が
全
員

１
千
500
円
）
へ
の
１
千
円
の

負
担
増
で
実
施
で
き
る
の
で

は
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
　
　
長

中
学
生
以
下
の
医
療
費
無

料
化
を
県
下
の
市
町
村
に
先

が
け
実
施
し
て
い
る
な
か
、

政
策
的
検
討
を
加
え
判
断
し

て
い
く
。

上野 健 議員

村垣 正造 議員

魅
力
的
な
観
光
地
づ
く
り

粉河寺

平成30年解体予定の旧桃山庁舎

※
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（D

estination M
ana

gem
ent O

rganization

）

地
域
の
「
稼
ぐ
力
」
を
引
き
出
す

と
と
も
に
地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着

を
醸
成
す
る
「
観
光
地
経
営
」
の

視
点
に
立
っ
た
観
光
地
域
づ
く
り

の
舵
取
り
役
と
し
て
、
多
様
な
関

係
者
と
協
同
し
な
が
ら
、
明
確
な

コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
た
観
光
地

域
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
の
戦

略
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
戦
略

を
着
実
に
実
施
す
る
た
め
の
調
整

機
能
を
備
え
た
法
人
。

どうする旧庁舎跡地

紀の川市議会だより　No.40　平成29年［2017］
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問人
権
問
題
・
課
題
が
複
雑

多
様
化
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
法

律
や
法
令
が
施
行
さ
れ
て
い

る
な
か
で
、
人
権
教
育
・
啓

発
な
ど
に
対
す
る
取
り
組
み

は
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
民
部
長

近
年
、
人
権
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
法
律
が
施
行
さ
れ

て
い
る
。
過
去
５
年
を
見
る

と
、
21
の
法
律
が
施
行
・
改

正
さ
れ
、
多
岐
・
多
方
面
に

わ
た
る
法
整
備
や
社
会
を
取

り
巻
く
人
権
問
題
・
課
題
に

対
し
て
、
さ
ら
な
る
対
応
を

進
め
る
と
と
も
に
、
人
権
教

育
・
啓
発
を
強
化
す
る
た
め

人
権
教
育
指
導
員
の
勤
務
形

態
の
充
実
を
は
か
る
。

差
別
を
許
さ
ぬ

指
導
を

問教
育
委
員
会
に
よ
る
学
校

現
場
へ
の
指
導
と
連
携
は
。

ま
た
、
今
後
の
市
政
の
な

か
で
、
人
権
部
局
を
上
位
に

位
置
づ
け
る
積
極
的
な
取
組

み
は
。

て
い
な
い
こ
と
か
ら
隣
接
市

へ
の
居
住
も
や
む
を
得
な
い

と
考
え
て
い
る
。

現
在
の
医
師
の
定
年
は

平
成
30
年
度
末
で
、
定
年
後

も
一
定
の
条
件
で
勤
務
し
て

い
た
だ
け
る
か
確
認
す
る
。

状
況
に
よ
っ
て
は
医
師
募
集

サ
イ
ト
登
録
に
よ
る
求
人
、

ま
た
は
自
治
医
科
大
学
や
和

歌
山
県
を
通
じ
て
の
医
師
派

遣
、
斡
旋
を
検
討
す
る
。

経
営
状
況
は
、
年
間
約
２

千
780
万
円
の
不
足
で
、
国
保

特
別
会
計
か
ら
約
１
千
172

万
円
、
一
般
会
計
か
ら
赤
字

補
て
ん
分
約
１
千
490
万
円
、

と
、
公
債
費
分
約
122
万
円
支

出
し
て
い
る
。

診
療
日
数
207
日
、
延
べ
２

千
972
人
の
患
者
の
診
療
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
週
１
回

の
細
野
地
区
へ
の
出
張
診
療

も
行
っ
て
お
り
、
現
状
の
職

員
数
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

今
後
も
安
定
的
な
医
療
を

提
供
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、

こ
の
状
況
で
の
存
続
は
財
政

上
か
ら
し
て
も
難
し
く
な
り

つ
つ
あ
り
、
今
後
、
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。

公
設
民
営
も

視
野
に
入
れ
る

問安
定
的
な
医
療
の
提
供
の

た
め
に
も
民
間
へ
委
託
や
、

共
同
経
営
の
考
え
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
　
　
長

医
師
の
確
保
が
難
し
い
状

況
の
中
で
来
て
い
た
だ
い
た

経
緯
も
あ
る
。
医
療
関
係
の

方
か
ら
公
設
民
営
、
委
託
等

の
話
も
あ
る
。
診
療
所
の
存

続
を
前
提
に
検
討
し
て
い
く
。

問鞆
渕
診
療
所
の
医

師
が
市
外
に
居
住
し

て
い
る
こ
と
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

現
在
の
医
師
が
定

年
を
迎
え
た
後
の
対

応
策
は
。

ま
た
、
市
の
負
担

す
る
額
は
。

現
在
、
職
員
数
は

医
師
含
め
５
名
い
る
が
、
多

く
な
い
か
。

今
後
も
継
続
的
に
運
営
し

て
い
く
た
め
に
も
民
間
医
療

機
関
へ
の
委
託
な
ど
の
考
え

は
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
民
部
長

過
去
に
は
医
師
不
在
で
運

営
に
苦
慮
し
て
き
た
。
現
在

の
医
師
が
平
成
11
年
４
月
よ

り
移
り
住
み
勤
務
を
始
め
て

以
来
、
安
定
的
に
医
療
を
提

供
し
て
き
た
。
平
成
19
年
よ

り
市
外
に
居
住
し
て
い
る
が
、

診
療
業
務
に
支
障
を
き
た
し

問今
日
、
時
代
の
変

化
に
伴
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
権
問
題
・
差

別
問
題
が
発
生
し
て

い
る
。
人
権
侵
害
の

な
い
す
べ
て
の
人
が

尊
重
さ
れ
る
社
会
の

実
現
に
向
け
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の

か
。

 

答
　
　
　 

　
　
教
育
部
長

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、

教
育
委
員
会
・
学
校
・
保
護

者
が
連
携
を
取
り
、
人
権
教

育
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
て
い
る
。
教
職
員
に

人
権
意
識
向
上
の
研
修
を
実

施
、
児
童
・
生
徒
に
は
「
い

じ
め
」
に
対
し
、
い
じ
め
対

応
の
原
則
『
す
ば
や
く
、
み

ん
な
で
』
と
い
う
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
、
学
校
全
体
で

対
応
に
努
め
る
。

 

答
　
　
　 

　
　
教
育
長

「
す
べ
て
の
人
が
お
互
い

を
認
め
合
い
、
誰
も
が
自
分

ら
し
く
生
き
る
こ
と
の
で
き

る
社
会
を
目
指
す
」
と
す
る

教
育
大
綱
に
基
づ
き
、
誰
も

が
安
心
し
て
楽
し
く
教
育
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
連
携
し
指

導
し
て
い
く
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
　
　
長

市
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権

が
尊
重
さ
れ
、
差
別
の
な
い

ま
ち
づ
く
り
が
で
き
て
こ
そ
、

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

と
考
え
る
。
今
後
も
人
権
教

育
・
啓
発
は
大
変
重
要
と
と

ら
え
、
「
人
権
施
策
」
の
取

り
組
み
を
強
化
す
る
。

中尾 太久也 議員

榎本 喜之 議員

人権教育・啓発の充実

診療所は存続できるか

鞆渕診療所

人権啓発活動シンボルマーク

紀の川市議会だより　No.40　平成29年［2017］
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答弁答弁

その後

その後

給食にフルーツを投票しやすい環境に！

平成 28年度より開始！

平成26年11月から実施！

平成 27年度予算特別委員会
榎本　喜之　議員平成 26年３月議会　大谷　さつき　議員

早くから食育推進に取り組み、フルーツの
まち紀の川市を PR していくなか、市負担で
提供しては。

期日前投票をする時に、高齢者や障がい者
の方など、字を書くのに時間がかかる方や人
前で字を書くのが苦手な方などに配慮するた
め、入場券の裏面に宣誓書を掲載できないか。

本市の入場券の裏面には、有権者からの
要望で投票所５ヶ所の地図が掲載されてい
るため、宣誓書を印刷するスペースがない
ので研究課題にする。

教育委員会に働きかけていく。

学校給食において、月１回紀の川市産の旬のフルー
ツを提供する。「食べる機会」に加えて「学ぶ機会」
を創出するため、フルーツが持つ機能性などを学習し、
本市が誇る地域資源であるフルーツへの認識を高める
機会をつくる。

投票所入場券（はがき）の裏面に「期日前投票宣誓
書兼請求書」が掲載されることになりました。事前に
住所・氏名・生年月日等を記入のうえ、当日投票でき
ない項目に〇をして期日前投票所に持参すると、受付
時間が短縮されます。

ちょっ
と

おしえ
て！

柿とヨーグルトの和えもの入場券の裏面

紀の川市議会だより　No.40　平成29年［2017］
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委員会活動報告
各委員会では、議案の審査だけでなく、各委員会に付託された市民生活に深く

関ることについて議会の開会・閉会にかかわらず調査研究を行っています。
最近の活動状況についてお知らせします。

視察レポート

総務文教常任委員会  10月17日～19日

南砺市では、『婚活支援、移住・定住対策と空き家対策事業』について視察研修を行いました。

人口減少に歯止めをかけるべく『婚活支援・移住・定住等』に特化した『南砺で暮らしません課』という課

を創設し人口増加対策に力を入れていました。まず、婚活支援では、400 名を超える会員がいる「婚活倶楽

部なんと」をつくり、出会いの場の提供や婚活セミナーを行っています。また、「南砺おせっ会さん」という

婚活応援団をおき、出会いの場からカップル成立、成婚までを見届けるといったきめ細かい婚活支援事業を行

い、６年間で 70 組を超える実績をあげていました。

また、移住・定住対策でも市内の空き家を移住体験ハウスとして設置し、まずは南砺市の良さを実際に体験

してもらい、移住・定住につなげるといった事業や定住奨励金・民間賃貸住宅移住補助金事業等も実施し、積

極的な人口増加対策を行っていました。

次に、三条市では『小中一貫教育について』視察研修を行いました。

小学校から中学校に進学する際に『中１ギャップ』と言われるつまずきを解消するため、市内全域で小中一

貫教育に取り組み、９年間の教育カリキュラムを独自に構築し、小学生と中学生の交流を積極的に行うことに

より中学進学時の不安解消や、小学生のあこがれ意識、中学生の有用感につながっているとのことでした。

また、小中学校の先生同士の交流についても、小中乗り入れ授業など連携を密にし、情報交換を行うことで、

教員同士の交流面で効果を上げているとのことでした。結果、不登校児童やいじめの減少また、学力向上等に

実績を上げていました。

次に長岡市では『防災体制の強化について』視察研修を行いました。

中越大震災や豪雨災害の経験を活かし、地域防災計画の見直しや避難所の環境整備の他、中越市民防災大学

を開講し、防災リーダーを育成し地域の防災力を向上させる取り組み等を実施していました。

市として災害用の備蓄品は持たないという姿勢に

は驚きましたが、各自が３日持ちこたえてくれれば、

集まった支援物資は届けるという考えでした。

今後は、災害弱者と呼ばれる人のための物資は揃

えていくそうです。

本市でも南海トラフや中央構造線による地震の発

生が危惧されている中、地震発生後の避難所の運営

や救援物資の処理方法等についても研修を受けまし

た。

●富山県南
なん

砺
と

市、新潟県三条市、長岡市

長岡市防災公園
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議会を傍聴してみませんか
市議会の定例会は、３・６・９・12月の年４回開催され、

傍聴することができます。

市議会では、市民のみなさんの生活に直結した重要な
問題が審議されていますので、私たち議員の活動状況や
市政の内容を知るためにも、ぜひ議会の傍聴にきてくだ
さい！

【傍聴手続き】
本会議の傍聴を希望される方は、当日受付で住所・氏

名を記入していただき、入場してください。
本会議の傍聴定員は、30人（うち車いす用２席）です。

【受付場所】
本庁舎６階　議会事務局

厚生常任委員会  10月26日～27日

総社市では、「障がい者 1000 人雇用事業」について研修を行い、先進的な取り組みとして大変参考になる
内容でした。

この事業は、支援学校を卒業した後の、働く場所を担うという考えから、５年間で障害者 1000 人の雇用を
目指すというものです。市の主催で就職面接会を実施したり、「ハローワーク総社」との連携による就労支援ルー
ムの運営、総社市障がい者千人雇用センターの設置など、きめ細やかな支援を行い、アフターケアもしっかり
されていました。

事業を始めたときは 180 人であった就労者数は年々増加し、現在は 900 人を超えています。今後は、ひき
こもりの方の支援も行っていくとのことでした。

丹波市では、「認定こども園」推進について研修を行いました。６町合併当時は、公立幼稚園が 20 ヶ所、
保育所は公立５ヶ所、私立 19 ヶ所あり、人口の多い中心部は定員を超過し、過疎部は定員われの状態でし
た。施設の老朽化、就学前教育の地域格差や少子化の進行があったため、
平成 18 年 12 月に「丹波市こども園に関する基本方針」を策定し、幼
保一元化を目指し、民営の認定こども園の推進に取り組まれていまし
た。

また、市独自の支援策として、病児病後児保育事業の実施、地域の
子育て支援室の設置、課題解決型補助金の創設など様々な支援を行い、
今後の取り組みとして残り４園のこども園の整備、保育人材の確保、
幼児教育・保育のさらなる質の向上を目指すとのことでした。

●岡山県総
そう

社
じゃ

市、兵庫県丹波市

※午前9時 30分開会予定です。なお、日程は変更することがあります。

電話でのお問い合わせもお受けしています。
●お問い合わせ … 議会事務局
電話番号：0736 －77 －0860

次回3月定例会（予定）
NEXT

日 月 火 水 木 金 土
2/19 20 21 22 23 24 25

本会議
（開会）

26 27 28 3/1 2 3 4

本会議（一般質問）
本会議

（一般質問）
質疑

委員会付託

5 6 7 8 9 10 11

予算特別
委員会 予算特別委員会

12 13 14 15 16 17 18

総務文教
委員会

厚生
委員会

産業建設
委員会

19 20 21 22 23 24 25

本会議
（閉会）
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紀の川市でがんばってます!!

Part11

私
も
飛
べ
る

―
―
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
。

昔
か
ら
漠
然
と
「
空
を
飛
び
た
い
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
20
歳
の
と
き
、
空
に
浮
か
ぶ

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
見
て
「
あ
っ
飛
べ
る
」
と
実
感
が
わ
い
て
、
す
ぐ
大
阪
の
ス
ク
ー
ル
に

電
話
を
し
ま
し
た
。

ハ
ン
グ
と
パ
ラ
の
違
い
も
知
ら
ず
に
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
か
ら
始
め
て
、
１
年
後
に
ハ
ン
グ

グ
ラ
イ
ダ
ー
に
転
向
し
ま
し
た
。

鳥
の
よ
う
に

―
―
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
で
飛
ぶ
っ
て
い
う
の
は
ど
ん
な
感
じ
な
ん
で
し
ょ
う
。

「
鳥
の
よ
う
に
」
っ
て
い
う
の
が
ぴ
っ
た
り
で
、
背
中
か
ら
翼
が
生
え
て
て
、
そ
の
翼
を
感

じ
な
が
ら
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
る
。
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
バ
ラ
ン
ス
を
究
極
の
と
こ
ろ
で
保
っ
た

り
、
上
昇
気
流
に
合
わ
せ
た
旋
回
と
ス
ピ
ー
ド
を
意
識
し
ま
す
。
常
に
セ
ン
シ
ィ
テ
ィ
ブ
に

な
っ
て
い
る
と
言
う
ん
で
す
か
ね
。
そ
の
場
の
風
や
全
体
の
風
の
流
れ
、
現
在
の
天
気
、
こ

の
後
ど
う
な
る
か
、
常
に
予
測
し
な
が
ら
。
地
形
、
雲
、
地
上
の
煙
、
鳥
…
。
そ
う
い
う
の

を
見
て
、
い
か
に
情
報
収
集
し
て
正
し
く
判
断
す
る
か
で
、
そ
の
フ
ラ
イ
ト
の
ク
オ
リ
テ
ィ

が
違
っ
て
き
ま
す
。

紀
の
川
市
竹
房
に
あ
る
紀
の
川
フ
ラ
イ
ト
パ
ー
ク
。
国
内
有
数
の
フ
ラ
イ
ト
エ
リ
ア
で
す
。
こ
こ
で

飛
ぶ
た
め
に
家
族
と
と
も
に
紀
の
川
市
に
移
住
し
た
礒
本
容
子
（
い
そ
も
と
よ
う
こ
）
さ
ん
。
平
成
26

年
に
は
女
子
世
界
選
手
権
で
優
勝
し
、
28
年
に
は
367
・
６
㎞
と
い
う
女
性
ク
ラ
ス
で
の
距
離
世
界
記
録

を
樹
立
し
ま
し
た
。
女
子
日
本
選
手
権
で
も
５
回
の
優
勝
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
主
婦
業
と
仕
事
を
こ

な
し
、
日
々
練
習
を
重
ね
る
礒
本
さ
ん
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

世界記録達成時の礒本さん

ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
で

世
界
の
空
を
飛
ぶ

紀の川市議会だより　No.40　平成29年［2017］
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特集 紀の川市でがんばってます!!
今回は 石井委員（左）と上野委員（右）

が担当しました

ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
入
り
を
目
指
し

―
―
世
界
で
優
勝
、
距
離
世
界
記
録
の
樹
立
、
女
子
日
本
選
手
権
で
も
５
回
の
優

勝
が
で
き
た
の
は
？
こ
れ
か
ら
の
目
標
や
目
指
す
と
こ
ろ
は
？

女
子
世
界
選
手
権
で
優
勝
し
た
り
、
距
離
世
界
記
録
を
出
せ
た
の
も
、
外と

の

村む
ら

仁
克
さ
ん
と

い
う
指
導
者
の
お
陰
で
す
。
次
の
目
標
は
、
世
界
選
手
権
の
日
本
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
入
り

す
る
こ
と
で
す
ね
。
ま
だ
女
性
で
は
い
な
い
ん
で
す
。
男
性
の
中
で
同
じ
よ
う
に
戦
っ
て
６

人
の
中
に
入
ら
な
き
ゃ
な
ら
な
い
ん
で
す
よ
。
今
度
の
世
界
選
手
権
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
開
か
れ

る
ん
で
す
が
、
女
性
選
手
権
も
同
時
開
催
な
の
で
、
そ
ち
ら
も
参
加
し
た
い
で
す
ね
。

そ
れ
と
、
今
年
は
２
月
に
日
本
選
手
権
が
紀
の
川
フ
ラ
イ
ト
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
る
ん
で

す
。
ぜ
ひ
お
力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

季
節
感
が
素
晴
ら
し
い

―
―
紀
の
川
フ
ラ
イ
ト
エ
リ
ア
で
の
見
え
る
景
色
は
。

季
節
感
が
素
晴
ら
し
い
ん
で
す
。
桃
の
花
が
咲
く
と
桜
と
は
違
っ
た
ピ
ン
ク
の
絨
毯
な
ん

で
す
よ
。
そ
れ
が
す
ご
く
綺
麗
。
も
う
本
当
に
飛
ぶ
こ
と
が
楽
し
い
し
、
紀
の
川
市
が
大
好

き
で
、
本
当
に
こ
こ
に
来
て
よ
か
っ
た
。

私
は
飛
び
た
い
。
紀
の
川
市
に
住
み
た
い
。

夫
「
い
い
よ
」

―
―
お
子
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
よ
ね
。

結
婚
・
出
産
で
7
年
ほ
ど
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
る
ん
で
す
。
ま
だ
大
阪
に
い
て
る
時
に
復
帰

し
た
ん
で
す
が
、
そ
の
時
は
、
幼
稚
園
へ
送
っ
て
、
そ
の
ま
ま
和
歌
山
に
飛
び
に
来
て
。
３

時
に
は
こ
こ
を
出
て
、
お
迎
え
に
行
っ
て
、
と
い
う
の
を
や
っ
て
ま
し
た
ね
。

も
う
紀
の
川
市
に
住
み
た
い
と
思
っ
て
、
夫
に
「
私
こ
こ
に
住
み
た
い
」
と
言
っ
た
ら
「
い

い
よ
」
と
言
っ
て
く
れ
て
、
娘
の
了
解
も
得
て
、
紀
の
川
市
に
来
ま
し
た
。

礒本容子さん
● 1972 年（昭和 47 年）９月生まれ
●大阪府枚方市出身
● 2006 年（平成 18 年）紀の川市に転居
家族は夫と娘。普段は主婦業と仕事をこな
し、練習を重ねる。
●ハンググライディング女子日本選手権（１
位、2010 年、13 年、14 年、15 年、16 年）
●ハンググライダーによる距離世界記録

（女性クラス 目的地直線距離 367．６km）
を樹立（2016 年１月７日）

プロフィール
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紀
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編
集
／
発
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川
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和
歌
山
県
紀
の
川
市
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大
井
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番
地
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３
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７
７
）
２
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１
１
㈹  

FAX
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７
３
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（
７
７
）
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６
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ー
ル
：
k010200-001@
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No.

　

編
集
後
記

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
市
も
合
併
し
て
12
年
目

を
迎
え
ま
す
。

女
性
初
の
小
池
百
合
子
東

京
都
知
事
が
誕
生
し
、都
民

フ
ァ
ー
ス
ト
を
掲
げ
、東
京
大

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う

と
し
て
い
ま
す
。

本
市
も
、輝
く
社
会
作
り
を

目
指
し
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

女
性
の
力
が
発
揮
で
き
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

今
後
も
、市
民
の
方
々
が
安

全
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
、元
気
あ
る
紀
の
川
市
に

な
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
指

導
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（
Ｔ
・
Ｎ
）

晴れやかな新成人
七草粥づくり（青洲の里）

女性消防団 初めての出初式

たこあげ大会（れもん保育園）

海神社に奉納された大絵馬

クリスマス会（名手保育園）


